
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
都
市
公
園
内
に
お
い
て
、
飲
食
店
や
売
店
な
ど
の

事
業
者
を
公
募
に
よ
り
選
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
業
者
は
収
益
を
公
園
整
備
に
還

元
す
る
こ
と
を
条
件
に
様
々
な
特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に

よ
り
公
園
の
中
で
カ
フ
ェ
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
営
業

さ
れ
る
事
例
が
全
国
的
に
増
え
、
県
内
で
も
平
成
三
十
年
に
国
営
明
石
海
峡
公
園
が

本
制
度
に
の
っ
と
り
、
公
募
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
法
の
改
正
に
よ
り
、
保
育
所
等
の
社
会
福
祉
施
設
と
し
て
公
園
の
一
部

を
使
用
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
兵
庫
県
で
も
、
平
成
三
十
年
に
西
宮
市
の
久
保

公
園
内
に
、
延
床
面
積
約
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
二
階
建
て
の
保
育
所
が
開
設
さ
れ
た
。

第
四
節
　
社
会
基
盤
の
強
靱
化
へ

　
二
一
世
紀
に
な
る
と
、
全
国
規
模
で
豪
雨
や
地
震
に
よ
る
自
然
災
害
の
発
生
が
加
速
化
し
、
被
害
形
態
が
多
様
化
並
び
に
激

甚
化
し
て
き
た
。
一
方
で
、
高
度
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
社
会
基
盤
諸
施
設
が
一
斉
に
耐
用
年
数
を
超
え
、
こ
れ
ら
施
設
の
維

持
管
理
手
法
の
見
直
し
が
社
会
全
体
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

　
兵
庫
県
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
地
震
災
害
を
経
験
し
た
後
に
も
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
台
風
第

写真 95　�公園内に開設した保育所（西宮
市提供）
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九
号
や
平
成
二
十
六
年
八
月
豪
雨
な
ど
、
数
多
く
の
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
多
発
す
る
自
然
災
害
に
対
し
て
、
災
害
に
強

い
森
づ
く
り
な
ど
、
数
多
く
の
ハ
ー
ド
対
策
が
推
進
さ
れ
た
。
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、
平
成
十

三
年
に
施
行
さ
れ
た
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
が
進
め
ら
れ
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表
な
ど
に
よ
る
避
難
体
制
の
構
築
が
図
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
甚
大
化
・
頻
発
化
す
る
風
水
害
に
対
し
て
、
平
成
十
八
年
に
「
ひ
ょ
う
ご
治
山
・
治
水
防
災
実
施
計
画
」、
二
十
四

年
に
「
総
合
治
水
条
例
」
を
策
定
し
、「
な
が
す
」「
た
め
る
」「
そ
な
え
る
」
対
策
を
組
み
合
わ
せ
た
統
合
治
水
が
推
進
さ
れ
た
。

ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
河
川
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
、
河
川
氾
濫
予
測
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
が
推
進
さ

れ
た
。

　
上
下
水
道
施
設
は
、
建
設
の
時
代
か
ら
維
持
管
理
の
時
代
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
た
。
効
率
的
に
長
期
に
わ
た
り
健
全
な
状

態
で
維
持
す
る
た
め
の
ア
セ
ッ
ト
（
人
、
モ
ノ
、
カ
ネ
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
が
定
着
し
、
適
正
な
施
設
の
維
持
更
新
の
た

め
、
各
種
の
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

一
　
減
災
を
基
本
と
し
た
社
会
基
盤
整
備
の
展
開

大
規
模
風
水
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興

平
成
二
十
一
年
台
風
第
九
号
災
害
、
平
成
二
十
三
年
台
風
第
一
二
号
紀
伊
半
島
大
水
害
、
平
成
二
十
六
年

八
月
豪
雨
災
害
、
平
成
三
十
年
西
日
本
豪
雨
災
害
な
ど
、
大
規
模
な
風
水
害
が
頻
発
し
た
。
全
国
的
に
砂

防
施
設
や
河
川
施
設
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。
兵
庫
県
に
お
い
て
も
大
規
模
風
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
度
に
、
様
々

な
災
害
対
策
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
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〔
平
成
二
十
一
年
台
風
第
九
号
に
よ
る
水
害
対
策
〕

　
平
成
二
十
一
年
八
月
に
は
、
台
風
第
九
号
の
襲
来
に
よ
り
、
佐
用
郡
佐
用
町
を
中

心
と
し
て
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
広
域
に
わ
た
る
斜
面
崩
壊
及
び

河
川
洪
水
被
害
が
発
生
し
た
。
山
地
災
害
地
は
、
谷
筋
ま
で
植
栽
さ
れ
た
人
工
林
や
、

平
成
十
六
年
発
生
の
風
倒
木
被
害
跡
地
で
の
出
水
に
よ
る
土
石
流
や
崩
壊
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
。
適
切
な
対
策
を
施
し
た
既
設
の
地
盤
構
造
物
及
び
斜
面
の
崩
壊
は
多

く
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方
で
一
宮
町
（
現
宍
粟
市
）
の
福
知
川
で
発
生
し
た

既
設
の
吹
付
け
法
枠
工
の
両
サ
イ
ド
の
地
盤
が
流
水
に
よ
り
侵
食
さ
れ
て
崩
壊
し
た

事
例
が
示
す
よ
う
に
、
既
存
対
策
工
の
周
辺
地
盤
の
崩
壊
が
特
徴
的
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
経
験
か
ら
、
既
存
対
策
工
の
点
検
と
適
切
な
処
置
を
施
す
こ
と
で
被
害
を
最
小
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
災
害
後
の
対
処

法
だ
け
で
な
く
、
災
害
前
の
予
防
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
崩
壊
危
険
度
の
高
そ
う
な
地
盤
構
造
物
・
斜

面
を
何
ら
か
の
方
法
で
抽
出
し
、
こ
れ
ら
の
将
来
的
な
崩
壊
発
生
リ
ス
ク
を
広
範
囲
に
わ
た
り
低
減
す
る
」
と
い
う
前
向
き
な

発
想
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
災
害
に
強
い
森
林
対
策
、
砂
防
え
ん
堤
、
治
山
ダ
ム
な
ど
各
種
の
土
砂
災
害
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成

二
十
年
度
末
時
点
に
お
い
て
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
整
備
率
は
二
二
％
と
低
く
、
対
策
施
設
の
更
な
る
整
備
の
必
要
性
が
再

認
識
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
多
様
な
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
河
川
改
修
の
強
化
、
土
砂
・
流
木
の
流
出
防
止
（
砂
防
え
ん
堤
、

写真 96　�平成 21 年台風第 9号による佐用川の
溢水（佐用町久崎地区）
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台
風
に
続
い
て
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
り
、
丹
波
市
で
は
、
市
島
町
を
中
心
に
人
家
に

影
響
す
る
一
〇
四
カ
所
で
山
地
災
害
が
確
認
さ
れ
た
。
連
続
し
て
猛
烈
な
雨
が
降
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
人
家
裏
や
谷
頭
部
の
凹
型
斜
面
で
多
数
の
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、
山
裾

の
人
家
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
ま
た
、
山
腹
崩
壊
土
砂
が
渓
流
の
流
木
を
巻
き
込

み
流
下
し
、
河
道
閉
塞
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
下
流
の
人
家
や
農
地
等
の

被
害
が
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
次
の
重
点
対
策
に
県
・
市
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
。
土
砂
・
流
木
の

流
出
防
止
の
た
め
に
治
山
ダ
ム
、
砂
防
え
ん
堤
等
を
整
備
し
た
。
災
害
に
強
い
森
づ
く

り
の
た
め
に
危
険
木
（
倒
木
・
流
木
）
の
伐
採
、
搬
出
を
実
施
し
、
浸
水
被
害
の
軽
減

治
山
ダ
ム
等
の
整
備
）、災
害
に
強
い
森
づ
く
り
（
森
林
の
適
正
管
理
、間
伐
木
土
留
工・災
害
緩
衝
林
整
備
）
を
重
点
項
目
と
し
て
、「
平

成
二
十
一
年
台
風
第
九
号
災
害
の
復
旧
・
復
興
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

〔
平
成
二
十
六
年
八
月
豪
雨
に
お
け
る
土
砂
災
害
対
策
〕

　
平
成
二
十
六
年
八
月
に
は
、
台
風
第
一
一
号
の
襲
来
に
よ
り
、
六
甲
山
系
を
中
心
に
斜
面
崩
壊
や
土
石
流
災
害
が
発
生
し
た
。

前
述
し
た
平
成
二
十
一
年
台
風
第
九
号
と
同
じ
く
記
録
的
な
集
中
豪
雨
で
あ
っ
た
。
六
甲
山
系
で
は
、
約
二
七
〇
カ
所
の
斜
面

崩
壊
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
崩
壊
は
四
〇
カ
所
を
超
え
た
。

　
平
成
二
十
六
年
時
点
に
お
い
て
、
国
直
轄
、
県
、
神
戸
市
等
を
含
め
約
一
〇
〇
〇
基
の
砂
防
え
ん
堤
が
整
備
さ
れ
て
い
た
が
、

崩
壊
し
た
土
砂
が
下
流
に
流
出
し
て
、
宅
地
や
道
路
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

写真 97　�平成 26 年８月豪雨による土砂の河道
閉塞（丹波市提供）
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ひ
ょ
う
ご
治
山
・
治
水
防
災
実
施
計
画
に
基

づ
く
総
合
的
な
治
山
・
治
水
対
策
の
推
進

の
た
め
に
は
、
河
川
改
修
、
堤
防
補
強
対
策
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
こ
の
災
害
を
契
機
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
新
た
な
指
定

な
ど
総
点
検
を
行
っ
た
。

ひ
ょ
う
ご
治
山
・
治
水
防
災
実
施
計
画
に　

基
づ
く
総
合
的
な
治
山
・
治
水
対
策
の
推
進

県
は
過
去
の
一
連
の
風
水
害
が
森
や
山
、
川
、
海
に
わ
た
っ
て
連
鎖
的
か
つ
広
範

囲
な
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
一
〇
年
後
の
地
域
の
姿
を
提
示
す
る
方
針

で
、
森
か
ら
海
ま
で
全
て
の
風
水
害
を
視
野
に
し
た
全
国
初
と
な
る
流
域
全
体
の
減
災
対
策
で
あ
る
「
ひ
ょ
う
ご
治
山
・
治
水

防
災
実
施
計
画
」
を
平
成
十
八
年
七
月
に
策
定
し
た
。
こ
れ
は
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
は
災
害

に
対
し
て
限
界
が
あ
り
、
ソ
フ
ト
対
策
と
と
も
に
自
助
・
共
助
・
公
助
が
連
携
す
る
こ
と
の

必
要
性
を
示
す
行
動
規
範
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
年
六
月
の
改
訂
で
は
、
元
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
具
体
的
な
対
策
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
を
示
し
た
。

山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策

計
画
に
基
づ
く
整
備
の
推
進

平
成
二
十
一
年
台
風
第
九
号
災
害
を
教
訓
に
山
地
防
災
・
土

砂
災
害
対
策
緊
急
五
箇
年
計
画
（
二
十
一
～
二
十
五
年
度
）、
第

二
次
五
箇
年
計
画
（
二
十
六
～
三
十
年
度
）
を
策
定
し
て
、
二
〇
〇
〇
カ
所
を
超
え
る
砂
防
堰

堤
や
治
山
ダ
ム
等
を
整
備
し
た
。
第
二
次
五
箇
年
計
画
は
、
平
成
二
十
六
年
八
月
豪
雨
を
受

け
て 

拡
充
（
計
画
箇
所
数
七
六
八
カ
所
→
一
〇
五
三
カ
所
）
す
る
と
と
も
に
、
三
十
年
度
事
業

の
前
倒
し
に
よ
り
計
画
期
間
を
四
年
間
に
見
直
し
て
事
業
効
果
の
早
期
発
現
を
図
っ
た
。
こ

う
し
た
取
組
の
結
果
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
等
で
は
、
砂
防
え
ん
堤
等
が
土
砂
・
流
木
を

表 29　山地防災・土砂災害対策緊急５箇年計画の整備実績

区分 整備内容 箇所数

第１次
（平成21～25年）

人家等保全対策
流木・土砂流出防止対策
台風第9号被災渓流対策
災害時要援護者関連施設保全対策

589
167
158
100

第２次
（平成26～29年）

人家等保全対策
流木・土砂流出防止対策
災害対応

519
194
64

� （兵庫県ホームページを参照して作成）
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捕
捉
す
る
な
ど
、
被
害
軽
減
効
果
が
発
揮
さ
れ
た
。

　
局
地
的
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
・
流
木
災
害
が
激
甚
化
す
る

中
、
山
地
が
県
土
の
七
割
を
占
め
る
本
県
で
は
、
依
然
と
し
て

対
策
が
必
要
な
危
険
箇
所
が
多
く
残
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

「
第
三
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
計
画
」（
平
成
三
十
～
令

和
二
年
度
）
を
策
定
し
、
前
計
画
よ
り
砂
防
・
治
山
事
業
の
整

備
箇
所
数
を
更
に
増
や
し
て
、
緊
急
性
が
高
い
箇
所
で
の
対
策

を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

災
害
に
強
い

森
づ
く
り

森
林
の
公
益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

「
森
林
整
備
へ
の
公
的
関
与
の
充
実
」
と
「
県

民
総
参
加
の
森
づ
く
り
の
推
進
」
を
基
本
方
針
に
、
平
成
十
四

年
度
か
ら
一
〇
カ
年
計
画
で 

「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
が

進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
平
成
十
六
年
台
風
第
二
三
号
に
よ
る

風
倒
木
や
山
地
災
害
等
の
状
況
か
ら
、
森
林
の
防
災
面
で
の
機

能
を
緊
急
に
強
化
す
る
必
要
性
を
改
め
て
強
く
認
識
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
緑
の
保
全
・
再
生
を
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
と
し
て
平
成
十
八
年
度
か
ら
県
民
緑
税
が
導
入

表 30　「災害に強い森づくり」の実績� （単位：ヘクタール）

区分 事業内容
第１期対策
（平成18 ～
22年）

第２期対策
（平成23 ～
27年）

計

緊急防災林整備 斜面対策（間伐木を利用した土留工
等）、渓流対策（災害緩衝林の造成等） 12,130 6,565 18,695 

里山防災林整備
人家裏山で倒木や崩壊の危険性が高
い里山の整備（森林整備、簡易防災
施設の設置等）

2,217 1,837 4,054 

針葉樹林と広葉樹
林の混交林整備

広葉樹の植栽、作業道の整備、シカ
防護柵の設置等 994 1,014 2,008 

野生動物育成林
整備

バッファーゾーン（見通しの良い地
帯）の整備、野生動物の生息地とな
る広葉樹林の整備等

1,092 1,954 3,046 

住民参画型森林
整備

地域住民の自発的な森林整備活動へ
の支援、森林整備等に必要な資機材
購入費の支援等

― 144 144 

計 16,433 11,514 27,947
� （「災害に強い森づくり事業検証報告書」を参照して作成）
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土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

く
ソ
フ
ト
対
策
の
推
進

さ
れ
た
。
こ
れ
を
活
用
し
て
、「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
と
し
て
緊
急
防
災
林
整
備
な
ど
の
事
業
が
新
た
に
展
開
さ
れ
た
（
表

30
）。

　
事
業
は
五
年
を
一
期
と
し
、
災
害
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
一
期
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
平
成
二
十
一
年
八
月
の
台
風

第
九
号
災
害
等
で
は
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
事
業
に
よ
る
整
備
地
の
被
害
は
軽
微
で
、
そ
の
効
果
が
実
証
さ
れ
た
も
の
の
、

新
た
な
課
題
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
多
発
す
る
豪
雨
災
害
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
予
想
を
上
回
る
記
録
的
な
降
雨
に
伴

う
甚
大
な
山
地
災
害
が
県
内
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
万
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

総
合
治
水　

対
策
の
推
進

台
風
に
伴
う
大
雨
だ
け
で
な
く
、
一
般
に
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
言
わ
れ
る
局
地
的
大
雨
が
多
発
し
た
。
従
来

よ
り
も
浸
水
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
河
川
の
中
・
上
流
域
で
は
開
発
が
進
ん
で
雨
水
が
流
出
し
や
す
く
な
り
、

下
流
域
で
は
人
口
集
中
、
産
業
集
積
が
進
行
し
て
大
き
な
被
害
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
従
来
か
ら
の
早
く
安
全
に
洪
水
を
「
な
が
す
」
河
川
下
水
道
対
策
に
加
え
、
校
庭
や
た
め
池
な

ど
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
又
は
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
「
た
め
る
」
流
域
対
策
、
浸
水
が
発
生
し
て
も
被
害
の
軽
減
を
図
る
「
そ

な
え
る
」
減
災
対
策
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
「
総
合
治
水
」
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
た
め
県
で
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
に
全
国
初
と
な
る
「
総
合
治
水
条
例
」
を
施
行
し
た
。
条
例
で
は
、
総
合
治
水
の

推
進
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
示
し
た
上
で
、
行
政
と
事
業
者
を
含
む
県
民
が
相
互
に
連
携
し
、
協
働
し
て
総
合
治
水
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
、
県
・
市
町
・
県
民
の
責
任
を
明
確
化
し
た
。
こ
の
条
例
に
基
づ
い
て
、
河
川
の
流
域
や
地
域
特
性
等
か
ら

県
内
を
一
一
地
域
に
分
け
、
各
地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
総
合
治
水
の
取
組
を
ま
と
め
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た
地
域
総
合
治
水
推
進
計
画
の
策
定

を
規
定
し
た
。
ま
た
、
雨
水
の
流
出

量
が
増
加
す
る
一
定
規
模
以
上
の
開

発
行
為
を
行
う
開
発
者
等
に
対
し
、

重
要
調
整
池
の
設
置
等
を
義
務
化
し

た
。
以
下
、
県
内
に
お
け
る
総
合
治

水
対
策
の
取
組
の
成
果
を
見
て
い
く
。

河
川
下
水

道
対
策

河
川
下
水
道
対
策
で

は
、
河
川
改
修
が
千ち

種ぐ
さ

川
（
佐
用
町・上
郡
町
）、武
庫
川
（
宝

塚
市
武
田
尾
住
宅
地
区
）
等
で
行
わ
れ
、

県
管
理
河
川
の
改
修
率
は
、
平
成
三

十
年
度
末
で
全
国
上
位
の
総
延
長
三

四
九
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
河
川
に
対

し
て
五
九
・
七
％
と
な
っ
た
。
洪
水

調
節
ダ
ム
の
建
設
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
与よ

布ふ

土ど

ダ
ム
（
朝
来
市
）
と
栗く

り
柄か

ら
ダ
ム
（
篠
山
市
）
が
、
二
十
九
年
度
に
金か

出な

地じ

ダ

ム
（
上
郡
町
）
の
ダ
ム
本
体
が
完
成
し
た
。
ダ
ム
整
備
の
新
た
な
取
組
と
し
て
は
、
利
水
専
用
の
千せ

ん
苅が

り
ダ
ム
（
神
戸
市
北
区
）
に
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つ
い
て
、
洪
水
時
に
あ
ら
か
じ
め
水
位
を
低
下
さ
せ
、
空
き
容
量
を
確
保
す
る
治
水
活
用
に
向

け
た
調
査
が
平
成
二
十
九
年
度
に
着
手
さ
れ
た
。

　
加
古
川
に
お
い
て
は
、
上
下
流
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
中
上
流
部
の
整
備
を
進
め
る
に
当
た

り
、
国
・
県
に
加
え
、
西
脇
市
、
加
東
市
が
参
画
し
た
加
古
川
中
流
部
河
川
整
備
推
進
協
議
会

を
平
成
二
十
八
年
に
設
置
し
、
下
流
加
東
市
域
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
上
流
西
脇
市

域
に
お
け
る
工
事
内
容
や
工
程
等
を
調
整
し
た
。

　
姫
路
市
の
八や

家か

川
で
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
の
台
風
第
一
二
号
の
局
地
的
大
雨
に
よ
り
浸

水
被
害
が
多
数
発
生
し
た
た
め
、
下
水
道
事
業
と
連
携
し
た
治
水
対
策
が
実
施
さ
れ
た
。
平
成

二
十
三
年
九
月
の
台
風
第
一
二
号
に
よ
る
局
地
的
大
雨
に
対
し
、
河
川
管
理
者
、
下
水
道
管
理

者
等
が
役
割
分
担
し
、
住
民
（
団
体
）
や
民
間
企
業
参
画
の
も
と
、
市
街
地
な
ど
の
浸
水
被
害

軽
減
が
図
ら
れ
、
県
は
河
川
対
策
（
洪
水
調
節
池
新
設
）、
市
は
下
水
道
対
策
（
雨
水
ポ
ン
プ
場
・

貯
留
施
設
新
設
）、
地
元
住
民
は
既
存
た
め
池
・
水
田
に
よ
る
貯
留
等
を
行
っ
た
。
こ
の
浸
水
対

策
は
、
近
畿
地
方
整
備
局
管
内
で
初
め
て
国
土
交
通
省
の
「
一
〇
〇
㎜
／
ｈ
安
心
プ
ラ
ン
」
に

登
録
さ
れ
、
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
重
点
配
分
対
象

と
な
っ
た
。

流
域

対
策

流
域
対
策
で
は
、
県
有
施
設
に
お
い
て
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
を
整
備
し
た
。
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
よ
り
度
々
浸
水
し
て
い
た
豊
岡
総
合
庁
舎
周
辺
で
は
、
平
成
二
十
九
年
、
庁

表 31　八家川流域浸水対策プラン

関係
自治体 水系／河川

主な事業内容
河川整備 下水道整備 流域対策 ソフト対策

兵庫県
姫路市

八家川水系
八家川

調節池整
備

・�雨水ポンプ
の整備

・�雨水貯留施
設の整備

・�既設農業用
ため池貯留

・�雨水浸透ま
すの整備　
　等

・�内水ハザードマップの作
成・配布
・ため池パトロールの実施
・�民間企業と連携し、緊急
放送として情報発信　等

� （国土交通省報道発表資料より引用）
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舎
駐
車
場
に
設
置
し
た
地
下
貯
留
と
高
校
の
校
庭
貯
留
を
組
み
合
わ
せ
て

五
年
に
一
回
程
度
の
大
雨
（
一
時
間
四
〇
ミ
リ
）
に
よ
る
浸
水
を
解
消
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
日
本
一
た
め
池
が
密
集
し
て
い
る
淡
路
島
（
約
二
万
三
〇
〇
〇
カ

所
）
で
は
、
島
内
の
た
め
池
一
三
カ
所
に
つ
い
て
、
総
合
治
水
条
例
に
基

づ
く
指
定
貯
水
施
設
と
し
て
県
内
初
と
な
る
指
定
を
平
成
二
十
八
年
一
月

に
行
い
、
雨
水
貯
留
容
量
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

減
災

対
策

減
災
対
策
で
は
、
県
は
平
成
二
十
九
年
出
水
期
（
六
月
）
ま
で

に
全
四
〇
市
町
と
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
河
川
管
理
者
と
市
町
長
等
）

を
構
築
し
、
同
年
度
は
台
風
・
豪
雨
時
に
四
度
の
出
水
で
活
用
し
た
。

　
市
の
取
組
で
は
、
西
宮
市
が
止
水
板
を
設
置
す
る
市
民
等
に
対
し
助
成

制
度
を
設
け
る
こ
と
で
、
建
物
内
部
へ
の
浸
水
被
害
の
軽
減
や
自
助
に
よ

る
水
害
へ
の
備
え
の
啓
発
を
図
っ
た
。

武
庫
川
に
お
け
る
総
合

的
な
治
水
対
策
の
取
組

武
庫
川
の
下
流
部
築
堤
区
間
（
河
口
～
仁
川
合
流
点
）
は
、
人
口
・
資
産
が
高
度
に
集
積
し
て
お
り
、

ひ
と
た
び
堤
防
が
決
壊
し
氾
濫
す
る
と
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
治
水
安
全
度
の
向
上
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
県
内
で
唯
一
、
流
域
対
策
の
効
果
量
に
目
標
値
（
三
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒
）
を
設
定
し
、

河
川
対
策
（
河
床
掘
削
、
堤
防
強
化
、
遊
水
池
整
備
等
）、
流
域
対
策
（
校
庭
貯
留
、
た
め
池
貯
留
等
）
及
び
減
災
対
策
（
浸
水
被
害
軽
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減
の
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
）
を
組
み
合
わ
せ
て
、
県
と
流
域
市
（
神
戸
市
、
尼
崎
市
、
西
宮
市
、

伊
丹
市
、宝
塚
市
、三
田
市
、篠
山
市
）
で
構
成
す
る
「
武
庫
川
流
域
総
合
治
水
推
進
協
議
会
」（
平

成
二
十
二
年
十
一
月
設
置
）
に
お
い
て
、
諸
施
策
を
協
議
し
な
が
ら
総
合
的
な
治
水
対
策
に
取

り
組
ん
だ
。

中
小
河
川
の　

緊
急
治
水
対
策

中
小
河
川
の
緊
急
治
水
対
策
と
し
て
は
、
国
土
交
通
省
が
全
国
の
中
小
河

川
の
緊
急
点
検
に
よ
り
抽
出
し
た
箇
所
に
お
い
て
、
林
野
庁
と
連
携
し

て
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
お
お
む
ね
三
年
間
で
土
砂
・
流
木
対
策
、
再
度
の
氾
濫
防
止
対

策
、
洪
水
時
の
水
位
監
視
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
兵
庫
県
で

は
、
土
砂
・
流
木
対
策
と
し
て
二
九
河
川
（
全
国
三
位
の
数
）
と
四
〇
渓
流
（
同
四
位
の
数
）、

再
度
の
氾
濫
防
止
対
策
と
し
て
一
五
河
川
が
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ

く
ソ
フ
ト
対
策
の
推
進

頻
発
し
た
豪
雨
災
害
の
苦
い
経
験
か
ら
、
県
は
斜
面
、
土
石
流
、

地
す
べ
り
な
ど
の
危
険
箇
所
の
周
知
と
警
戒
避
難
体
制
の
整
備

を
最
優
先
と
考
え
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
住
民
等
の
生
命
又
は
体
に
危
害
が
生

ず
る
恐
れ
が
あ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）、
こ
の
う
ち
土
砂
の
直
撃
等
に

よ
り
建
築
物
が
破
壊
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
、
特
に
危
険
度
が
高
い
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
の
指
定
を
行
い
、
県
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
市
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

に
よ
り
一
般
に
広
く
公
表
す
る
ソ
フ
ト
面
の
施
策
も
積
極
的
に
展
開
し
た
。
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「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
は
、平
成
十
八
年
に
豊
岡
市
に
お
い
て
県
内
で
初
め
て
指
定
さ
れ
、

そ
の
後
次
々
と
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
市
町
に
当
該
区
域
の
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
及
び
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
を
義
務
化
し
た
。

　
平
成
十
九
年
度
末
ま
で
に
約
六
〇
〇
〇
カ
所
、
三
十
年
度
ま
で
に
約
二
万
カ
所
の
土
砂
災

害
警
戒
区
域
の
基
礎
調
査
・
指
定
が
終
了
し
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
で
一
〇
番
目
に
多
い
数

で
あ
っ
た
。

　
平
成
二
十
六
年
八
月
広
島
豪
雨
災
害
な
ど
を
契
機
と
し
た
土
砂
災
害
防
止
法
の
改
正
を
経

て
、
全
国
で
約
六
七
万
カ
所
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
警
戒
避
難
体
制

の
整
備
や
建
築
物
の
構
造
規
制
等
の
ソ
フ
ト
対
策
の
推
進
を
目
的
に
区
域
指
定
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
っ
て
、
兵
庫
県
内
で
は
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
時
に
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
箇
所
の
う
ち
、
人
家
に
被
害
が
及
ぶ
恐
れ
の
あ
る
箇
所
の
約
九
割
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

県
な
ど
が
発
表
す
る
土
砂
災
害
警
戒
情
報
等
に
基
づ
き
、
適
切
に
警
戒
避
難
体
制
が
取
ら
れ
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
対
策
の
効
果
が

発
揮
さ
れ
、
と
り
わ
け
人
的
被
害
の
軽
減
に
役
立
っ
た
。

　
平
成
二
十
二
年
に
は
、
芦
屋
市
に
お
い
て
県
内
初
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
が
指
定
さ
れ
た
。
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

は
、
平
成
三
十
年
時
点
で
約
七
〇
〇
〇
カ
所
の
指
定
が
完
了
し
た
。
な
お
、
図
43
は
、
平
成
二
十
六
～
三
十
年
の
県
内
に
お
け

る
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
指
定
の
計
画
と
実
績
で
あ
る
。
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中
川
河
川
の
緊

急
治
水
対
策

警
戒
避
難
活
動
に
役
立
つ

災
害
危
険
情
報
の
提
供

頻
発
す
る
風
水
害
等
に
対
す
る
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
河
川
や

土
砂
災
害
に
対
す
る
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
県
内
六
八
四
河
川
の
う
ち
、
水
位
周
知
河
川
の
六
九
河
川
に
、
市
町
と
の
協
議
に
よ
る
二
七
四
河
川
を
加
え
た
三
四
三
河
川

で
浸
水
想
定
区
域
図
を
作
成
し
、市
町
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
四
月
に
は
、県
内
市
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
率
が
一
〇
〇
％
と
な
り
、
住
民
の
主
体
的
な
防
災
意
識
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
県
民
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
は
、
Ｃ

Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
河
川
水
位
・
雨
量
、
河
川
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
画
像
を
発
信
し
た
。
河
川
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
は
、
河
川
合

流
点
付
近
や
水
位
計
設
置
箇
所
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
河
川
画
像
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
発
信
し
、
身
近
な
河
川
の
状
況
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
の
避
難
行
動
や
市
町
の
水
防
活
動
支
援
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

　
一
方
、
県
管
理
の
全
て
の
河
川
を
対
象
と
し
た
氾
濫
予
測
シ
ス
テ
ム
も
導
入
さ
れ
、
現
時
点
か
ら
六
時
間
先
ま
で
の
水
位
を

予
測
し
、
一
定
区
間
ご
と
に
氾
濫
の
恐
れ
の
有
無
や
氾
濫
発
生
時
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
域
・
浸
水
深
を
地
図
に
表
示
し
て
市
町

へ
配
信
し
、
地
域
を
限
定
し
た
避
難
指
示
の
発
令
等
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト
対
策
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
降
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
際
に
は
、
市
町
単
位
で
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
た
。
兵
庫
県

は
、
平
成
二
十
年
二
月
末
か
ら
市
町
単
位
で
の
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
の
発
表
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
、
翌
年
七
月
に
県
初

の
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
を
気
象
台
と
共
同
発
表
し
た
。
ど
の
地
域
が
土
砂
災
害
警
戒
基
準
を
超
過
し
て
い
る
か
を
示
す
情

報
と
し
て
は
「
地
域
別
土
砂
災
害
危
険
度
（
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
×
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）」
が
発
信
さ
れ
、
住
民
の
早
期
避
難
等
に
役

立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
六
月
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
が
開
始
さ
れ
、
地
域
住
民
に
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対
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
防
災
情
報
の
発
信
が
実
現
し
て
い
る
。

　
平
成
二
十
六
年
八
月
豪
雨
災
害
で
は
、
丹
波
市
は
こ
の
「
地
域
別
土
砂
災
害

危
険
度
」
情
報
を
活
用
し
て
、
範
囲
の
絞
り
込
み
を
行
い
、
災
害
発
生
前
に
避

難
勧
告
を
発
令
し
た
。

　
さ
ら
に
、
県
で
は
、
市
町
が
発
令
す
る
避
難
勧
告
発
令
範
囲
の
絞
り
込
み
な

ど
に
役
立
て
る
た
め
、
導
入
を
希
望
す
る
市
町
と
共
同
し
て
、「
地
域
別
土
砂

災
害
危
険
度
」
よ
り
も
局
所
的
に
危
険
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
予
測
す
る
「
箇

所
別
土
砂
災
害
危
険
度
（
一
〇
メ
ー
ト
ル
×
一
〇
メ
ー
ト
ル
）」
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
。
こ
れ
は
平
成
二
十
四
年
四
月
よ
り
、
神
戸
市
、
西
宮
市
な
ど
表
六
甲

山
系
の
四
市
に
お
い
て
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
平
成
三
十
年
度
ま
で
に
県
内
で

は
一
三
市
町
が
運
用
し
て
お
り
、
避
難
勧
告
発
令
・
解
除
の
判
断
、
重
点
パ
ト

ロ
ー
ル
箇
所
の
絞
り
込
み
等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

津
波
防
災
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
推
進

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
国
が
公
表
し
た
最
大

ク
ラ
ス
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
津
波
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
に
、
県
は
そ
の
浸
水
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
、
平
成
二

十
五
年
二
月
、「
津
波
防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備
五
箇
年
計
画
（
暫
定
版
）」
を
い
ち

早
く
策
定
し
、
津
波
対
策
の
全
体
像
を
示
す
と
と
も
に
防
潮
堤
の
津
波
対
策
に

図 44　箇所別土砂災害危険度予測
� （兵庫県議会建設常任委員会資料より引用）

第四編　二一世紀兵庫、災後の時代

268



着
手
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
二
月
ま
で
に
県
全
域
の
津
波
浸
水
想
定
図
を
作
成
公
表
し
た
後
、

二
十
七
年
六
月
に
は
、
地
震
動
に
よ
る
防
潮
堤
等
の
沈
下
対
策
を
反
映
し
た
津
波
対
策
後
の

縮
減
効
果
を
と
り
ま
と
め
、「
津
波
防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
」
を
策
定
し
た
。
本
計
画
に

基
づ
き
、
本
県
沿
岸
部
の
特
性
に
応
じ
た
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
津
波
対
策
が
計
画
的
に
推

進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
計
画
に
基
づ
き
、津
波
の
越
流
を
防
ぐ
た
め
に
陀だ

仏ぶ
つ

川
樋
門（
洲

本
市
）
の
新
設
が
、
津
波
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
西
浜
川
水
門
（
姫
路
市
）
の
耐

震
整
備
が
そ
れ
ぞ
れ
平
成
三
十
年
度
ま
で
に
完
了
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
の
福ふ
く
良ら

港
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津
波
の
第
一
波
が
地
震
発
生
か
ら

約
五
〇
分
で
来
襲
し
、
最
高
津
波
高
は
八
・
一
メ
ー
ト
ル
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
水
門
や
樋
門
な
ど
の
扉
を
確
実
に
閉
鎖
し
、
津
波
に
よ
る
被
害
を
低
減
す
る
施
設
と
し
て
、
福
良
港
津

波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
平
成
二
十
二
年
に
整
備
さ
れ
た
。

　
こ
の
津
波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
①
備
え
る
（
水
門
、
樋
門
、
陸
閘
を
自
動
で
閉
め
て
、
津
波
に
よ
る
被
害
を
低
減
）、
②
伝
え

る
（
津
波
警
報
発
表
時
等
に
屋
外
緊
急
放
送
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、広
域
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
津
波
等
の
映
像
を
南
あ
わ
じ
市
、県
へ
配
信
）、

③
逃
げ
る
（
高
台
へ
避
難
す
る
時
間
が
な
い
場
合
の
緊
急
的
な
避
難
場
所
）、④
学
ぶ
（
防
災
学
習
室
を
併
設
し
、津
波
防
災
に
つ
い
て
啓
発
）

の
四
つ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

写真 98　福良港津波防災ステーション
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イ
ン
フ
ラ
施
設

の
老
朽
化
対
策

イ
ン
フ
ラ
施
設
は
、
万
一
そ
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
、
周
辺
地
域
に
与
え
る
影
響
が
甚
大
と
な
る
。
県

民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
既
存
施
設
の
機
能
低
下
を
防
止
し
、
所
定
の
機
能
及
び
性

能
を
長
期
に
わ
た
り
維
持
・
確
保
し
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
県
は
平
成
二
十
六
年
度
に
策
定
し
た
「
ひ
ょ
う
ご
イ
ン
フ
ラ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
一
〇
箇
年
計
画
」
に
基
づ
き
、
計
画
的
・
効

率
的
な
老
朽
化
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
点
検
し
、
損
傷
等
が
あ
り
計
画
的
な
対
策
が
必
要
な

施
設
を
割
り
出
し
た
。
こ
の
う
ち
特
に
損
傷
等
が
著
し
い
施
設
に
対
し
て
は
早
期
対
応
を
急
い
だ
。
ま
た
、
県
内
市
町
が
管
理

す
る
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、
点
検
、
評
価
、
修
繕
・
更
新
に
至
る
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
強
化
し
た
。

二
　
転
機
を
迎
え
た
上
下
水
道
事
業

　
兵
庫
県
内
で
は
水
道
施
設
の
整
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
た
結
果
、県
内
の
水
道
普
及
率
は
、平
成
三
十
年
時
点
で
九
九・八
％

と
全
国
六
位
の
高
い
水
準
を
達
成
し
た
。
し
か
し
、
水
道
事
業
は
人
口
減
少
等
の
経
営
環
境
の
変
化
や
施
設
更
新
の
需
要
増
大

な
ど
様
々
な
面
で
喫
緊
の
課
題
を
抱
え
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
。

　
平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十
八
年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
、
期
限
を
区
切
っ
て
簡
易
水
道
事
業
の
統
合
が
推
進
さ
れ
、
二
十
一
年

度
末
ま
で
に
統
合
計
画
を
策
定
し
な
い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
県
内
市
町
で
も

簡
易
水
道
の
上
水
道
へ
の
統
合
が
進
め
ら
れ
、
平
成
三
十
年
度
末
時
点
で
、
平
成
二
十
一
年
八
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
水
道
施
設

の
被
害
が
大
き
か
っ
た
佐
用
町
を
除
く
市
町
で
統
合
が
実
施
さ
れ
た
。

　
国
は
、
当
面
の
間
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
、
方
策
を
提
示
し
た
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
平
成
二
十
五
年
三
月
に
策
定
し
た
。
こ
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の
中
で
、
水
道
事
業
で
は
施
設
の
再
構
築
等
を
考
慮
し
た
「
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
実
施
並
び
に
「
耐
震
化
計
画
」
等
の
計
画
策
定
が

必
須
事
項
と
な
り
、
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
八
年
に
な
る
と
、
国
も
水
道
事
業
の
広
域
連
携
の
推
進
に

乗
り
出
す
な
ど
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
水
道
シ
ス
テ

ム
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
県
で
は
こ
の
動
き
に
先
ん
じ
て
、

平
成
二
十
八
年
五
月
に
兵
庫
県
水
道
事
業
の
あ
り
方
懇
話
会
（
座
長
：

佐さ

竹た
け

隆た
か

幸ゆ
き

関
西
学
院
大
学
大
学
院
教
授
）
を
設
置
し
、
日
本
の
縮
図
と
い

わ
れ
る
県
の
特
性
を
踏
ま
え
た
広
域
的
な
対
応
に
つ
い
て
各
地
域
等
で

検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

　
県
は
水
道
用
水
供
給
施
設
及
び
工
業
用
水
道
施
設
を
長
期
に
わ
た
り

健
全
な
状
態
で
維
持
す
る
た
め
、
平
成
二
十
年
度
に
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
」
を
策
定
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
三
年
度
に

策
定
し
た
「
上
・
工
水
道
維
持
管
理
要
領
」
に
基
づ
き
、
定
期
的
に
施

設
点
検
、
健
全
度
評
価
、
維
持
修
繕
を
実
施
し
た
。
施
設
の
健
全
維
持

や
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
更
新
を
要
す
る
施
設
の
早
期
把
握

に
努
め
、
そ
の
結
果
を
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
」
に
反

表 32　アセットマネジメント推進計画の概要（水道用水供給事業）

計画期間 平成21年度～平成60年度

計画内容

①�施設を ｢管路施設｣ ｢電気設備｣ ｢機械設備｣ ｢土木施設｣ ｢建築施設｣ の5つ
に区分

②施設の劣化度の評価、重要度や既往の知見等に基づく使用目標年数の設定
③施設を延命させライフサイクルコストを最小とする補修・更新方法と費用
④事業収支を考慮した更新時期の平準化
⑤計画の継続的な推進とフォローアップ

対象施設
管路施設 延長：260km口径：φ150 ～φ2,000mm
電気・機械設備 受変電設備、監視制御設備、ポンプ設備、薬品注入設備等
土木・建築施設 ５浄水場の沈砂池、浄水池、管理本館等

対象施設の
使用目標
年数

管路施設 ダクタイル管60年～ 100年、鋼管50年～ 70年
電気・機械設備 電気設備9年～ 32年、機械設備15年～ 34年
土木・建築施設 土木施設70年～ 100年、建築施設60年～ 80年

費用総額 40年間で約2,100億円（年平均約53億円）
� （「兵庫県公共施設等総合管理計画」より引用）
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映
す
る
取
組
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。

ひ
ょ
う
ご
県
営
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

兵
庫
県
水
道
用
水
供
給
事
業
は
、

平
成
二
十
年
度
時
点
で
、
県
内
二

三
団
体
に
対
し
て
年
間
給
水
量
の
一
五
・
九
％
を
供
給
す

る
な
ど
、
県
民
の
生
活
に
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
そ
の
後
の
水
需
要
は
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、

節
水
型
社
会
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
増
加
は
期

待
で
き
な
い
状
況
と
な
り
、
各
受
水
団
体
の
水
需
要
の
将

来
見
通
し
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
計
画
給
水

量
を
一
日
最
大
七
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
八
万
立
方

メ
ー
ト
ル
に
減
量
し
、
事
業
計
画
の
変
更
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
本
事
業
は
、
健
全
経
営
の
維
持
、
水
道
料
金
の

低
減
、
事
業
の
合
理
化
、
災
害
に
強
い
施
設
整
備
、
老
朽

施
設
の
計
画
的
更
新
、
技
術
力
の
確
保
等
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
県
企
業
庁
は
水
道
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
、
水
道

水
の
持
続
的
な
供
給
を
目
指
し
て
「
ひ
ょ
う
ご
県
営
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
平
成
二
十
三
年
に
策
定
し
た
。
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ひ
ょ
う
ご
水
ビ

ジ
ョ
ン
の
改
定

従
来
は
生
活
の
豊
か
さ
に
あ
わ
せ
て
家
庭
で
の
水
の
使
用
量
は
増
加
し
て
き
た
が
、
節
水
意
識
の
高
ま
り
や

節
水
機
器
の
普
及
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
県
内
の
一
日
最
大
給
水
量
は
、
平
成
九
年
の
約
二
七
〇
万
立

方
メ
ー
ト
ル
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
二
十
四
年
に
は
約
二
一
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
人
口
減
少
等
に
伴
う

水
需
要
の
増
加
が
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、
高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
水
道
施
設
が
耐
用
年
数
を
迎
え
る
こ
と
や
、

大
規
模
地
震
に
対
し
て
必
要
な
耐
震
性
を
有
し
て
い
な
い
施
設
も
あ
る
こ
と
な
ど
、維
持
管
理
コ
ス
ト
は
増
加
す
る
。し
た
が
っ

て
、
一
定
の
料
金
水
準
を
保
ち
つ
つ
、
必
要
な
施
設
更
新
と
耐
震
化
が
計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
事
業
の
広
域
連
携
な
ど

持
続
可
能
な
水
道
事
業
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
県
は
従
来
の
取
組
の
進
捗
状
況
や
成
果
の
検
証

を
踏
ま
え
、
ま
た
、
今
後
の
水
需
給
の
見
通
し
や
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
方
針
を
加
味
し
、
一
五
年
後
の
姿
と
な
る
「
ひ
ょ
う

ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
平
成
二
十
八
年
に
改
定
し
た
。

三
　
持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の
展
開

安
定
的
か
つ
効
率
的
な
流

域
下
水
道
事
業
の
推
進

本
県
に
お
け
る
平
成
二
十
七
年
度
末
の
整
備
状
況
は
、
流
域
全
体
で
人
口
整
備
率
九
八
・
五
％
、

幹
線
管
き
ょ
整
備
率
九
五
・
八
％
と
順
調
な
推
移
を
み
せ
た
が
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に

新
た
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　
平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
処
理
場
や
ポ
ン
プ
場
が
機
能
停
止
す
る
な
ど
、
下
水
道
施
設
は
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
大
規
模
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
に
流
域
下
水
道
を
有
す
る

本
県
で
は
、
災
害
に
強
い
下
水
道
施
設
を
目
指
し
て
、
耐
震
強
化
と
並
び
津
波
対
策
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
耐
震
対
策
の
実
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績
と
し
て
は
、
平
成
三
十
年
度
に
管
き
ょ
施
設
二
〇
五
・
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
て
に
対
し
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
処
理

場
・
ポ
ン
プ
場
に
関
し
て
は
、
全
体
の
約
九
五
％
で
完
了
し

た
。
一
方
、
津
波
対
策
に
つ
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
を
想
定
し
た
津
波
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
基
づ

き
、
武
庫
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
及
び
兵
庫
東
流
域
下
水
汚

泥
広
域
処
理
場
で
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
防
潮
堤
の
工
事

が
進
め
ら
れ
た
。

　
次
に
、
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、
処
理
場

は
生
活
排
水
処
理
率
向
上
の
た
め
順
次
、
施
設
整
備
を
進
め

て
き
た
が
、
平
成
三
十
年
に
な
る
と
、
新
し
い
箇
所
で
も
既

に
供
用
後
二
十
五
年
以
上
を
経
過
す
る
時
期
を
迎
え
た
。
こ

れ
に
対
し
て
は
、
適
時
適
切
な
改
築
・
更
新
等
を
行
い
、
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
最
小
化
に
向
け
た
コ
ス
ト
縮
減
や

予
算
平
準
化
を
図
る
こ
と
で
、
計
画
的
、
効
率
的
な
老
朽
化

対
策
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
県
が
維
持
管
理
を
委

託
し
た
県
ま
ち
づ
く
り
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
適
正
な
維
持
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管
理
水
準
を
確
保
し
た
上
、
更
な
る
コ
ス
ト
縮
減
と
民
間
の
創
意
工
夫
に
よ
る
効
率
的
な
運
営
手
法
を
取
り
入
れ
た
包
括
的
民

間
委
託
を
導
入
し
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業

の
更
な
る
促
進

平
成
三
年
度
か
ら
の
「
生
活
排
水
九
九
％
大
作
戦
」
や
そ
の
後
の
「
生
活
排
水
九
九
％
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

作
戦
」
を
通
じ
て
、
県
と
市
が
連
携
し
て
各
種
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
促
進
を
図
っ
た
結
果
、
平
成

三
十
年
度
末
の
生
活
排
水
処
理
率
は
九
八
・
九
％
と
、
東
京
都
に
次
い
で
全
国
二
位
の
水
準
と
な
っ
た
。
未
整
備
地
域
の
対
応

と
し
て
は
、
淡
路
地
域
三
市
と
市
川
町
が
合
同
で
協
議
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
共
有
し
て
整
備
促
進
を
図
る
取
組

な
ど
を
行
っ
た
。
県
ま
ち
づ
く
り
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
引
き
続
き
未
整
備
地
域
を
持
つ
市

町
に
対
し
て
整
備
支
援
を
行
っ
た
（
平
成
三
十
年
度
は
三
市
二
町
）。

　
一
方
で
、
人
口
減
少
に
よ
る
使
用
料
収
入
の
減
少
、
施
設
の
老
朽
化
、
専
門
職
員
の
不

足
な
ど
、
市
町
の
公
共
下
水
道
等
生
活
排
水
処
理
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
生
活
に
密
着
し
た
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
生
活
排
水
処
理
施
設
の
持

続
性
を
高
め
る
取
組
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
市
町
に
よ
る
施
設
の
統

廃
合
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
市
町
の
枠
を
越
え
た
広
域
化
・
共
同
化
等
を
検
討
す
る
場

と
し
て
、
県
内
全
市
町
参
画
の
も
と
「
兵
庫
県
生
活
排
水
効
率
化
推
進
会
議
」
を
平
成
二

十
九
年
八
月
に
設
置
し
、
お
お
む
ね
三
〇
年
後
を
見
据
え
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
な
る
広
域
化
・
共
同
化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
中
、
県
内
の
生
活
排
水
処
理
施
設
は
平
成
三
十
年
度
に
お
い
て
五
四
六
カ
所
と

表 33　�県内の生活排水処理率の状況（平成30年度末）
� （単位：％）

区分 下水道普及率
①

下水道以外の
普及率②

生活排水処理
率（①＋②）

市域
町域

93.8 
79.0 

5.1 
19.5 

98.9
98.5

県全体 93.2 5.7 98.9
（注） �①は公共下水道（集合処理）、②は農業集落排水、漁業

集落排水、コミュニティ・プラント（以上、集合処理）
及び浄化槽（個別処理）を指す。

� （「兵庫県流域下水道事業経営戦略」を参照して作成）
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他
府
県
と
比
べ
て
も
多
い
が
、
平
成
三
十
年
度
ま
で
に
は
六
二
施
設
が
廃
止
さ
れ
、
将
来
的
に

三
割
程
度
の
縮
減
を
目
指
し
た
施
設
の
統
廃
合
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
。

　
下
水
道
に
よ
る
浸
水
対
策
は
、
統
合
治
水
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
取
組
が
促
進
さ
れ
た
。

下
水
道
（
雨
水
施
設
）
の
整
備
と
し
て
は
、
五
年
確
率
降
雨
以
上
の
雨
に
対
応
で
き
る
面
積
整

備
率
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
浸
水
対
策
が
必
要
な
地
域
か
ら
重
点
的
に
整
備
が
行
わ
れ

た
。
雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
の
円
滑
な
整
備
を
図
る
た
め
、
県
と
市
町
に
よ
り
設
置
し
た
「
雨

水
貯
留
・
浸
透
施
設
の
整
備
促
進
会
議
」
を
活
用
し
て
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
尼
崎
市
、
西
宮
市
で
は
、
浸
水
に
対
す
る
安
全
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
関
係
部
局

が
連
携
し
た
総
合
的
な
都
市
浸
水
対
策
を
進
め
、
雨
水
管
や
雨
水
ポ
ン
プ
、
貯
留
施
設
な
ど
の

上
下
水
道
施
設
に
加
え
、
道
路
側
溝
の
浸
透
化
や
校
庭
貯
留
施
設
の
整
備
な
ど
の
流
域
対
策
を
実
施
し
た
。

第
五
節
　
安
全
な
交
通
基
盤
の
整
備
の
進
展

　
兵
庫
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
三
月
に
「
社
会
基
盤
整
備
の
基
本
方
針
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

策
定
し
て
効
率
的
・
計
画
的
な
交
通
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
十
八
年
三
月
、
新
た
な
「
社
会
基
盤
整
備
基
本
方

針
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
二
十
三
年
十
二
月
に
改
訂
さ
れ
た
「
二
一
世
紀
兵
庫
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
あ
わ
せ
、
二
十
六
年

写真 99　�公共下水道施設の建設支援（淡路市津
名浄化センター）
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